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はじめに
　いわゆるグローバリゼ－ションの進展によって、文化や人々の価値観をはじめとす
る社会生活のさまざまな側面が影響を受け、変貌することは否定できない。本プロジェ
クトの目的は「グローバリゼ－ションと市民社会」のテ－マのもとに、市民社会に生
じると考えられる変化を検討することである。それらの変化は本質的に多様であるか
ら、経済学や政治学等の単一の研究領域にのみに基づいた検討では不十分であると思
われる。欧米を中心にして急激に増加してきた先行研究においても、検討課題につい
て広範な合意が成立しているとは言えず、検討のアプローチや方法論が確立している
わけではない。したがって、本プロジェクトでは、グローバリゼーションに関わる問
題の所在を、複数の研究領域にもとづいて明らかにすることから始めなくてはならな
い。
　さらに、多様な事象を複数のアプローチから検討することが意味を持つためには、
単に事象を羅列するのではなく、論理的な分析の方向性を示すことが必要である。た
とえば、はたして グローバル・スタンダード (Global Standards) と呼べるような制
度や習慣は存在するのか、グローバリゼーションの一層の進展が世界をそのような方
向に修練させるのか、それは望ましいと評価できるのか、等の議論を積み重ねていく
ことも考えられる。最も基本的な制度である民主主義や資本主義も。こうした問いか
ら外れるものではないであろう。そのような可能性も含めて、研究の方向を探ってい
く計画である。
　プロジェクトから期待する成果は、グロ－バリゼ－ションに関する広範な問題意識
を喚起することと、それらに対する考察や分析のアプローチについて示唆を提供した
うえで、可能であれば、諸研究分野を統合した議論の方向を示すことである。

　2011 年　６月

　研究代表者　仁科 一彦
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